
 

令和７年９月９日  

報道機関各位 

 

地 域 生 活 文 化 課 

 

『敬老の日に反射材やヘルメットを贈ろうキャンペーン２０２５』に係る 

反射材効果体験会及び自転車用ヘルメット展示会を開催します 

 

夕暮れ時や夜間に歩行中の高齢者が交通事故の被害に遭いやすく、また、自転車乗車中の交通事

故により頭部を負傷して亡くなった方が多いことから、県では交通事故防止に効果の高い反射材や

自転車用ヘルメットの普及を図るため、『敬老の日に反射材やヘルメットを贈ろうキャンペーン２

０２５』を本年９月１日から９月３０日までの１か月間実施しています。 

キャンペーンの一環として、下記のとおり反射材効果の体験会及び自転車用ヘルメットの展示会

等を実施しますので、当日の取材についてよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 日時 令和７年９月１２日（金）１１：３０～１３：３０ 

２ 場所 県庁舎北棟１階 来庁者ロビー 

３ 内容 

・反射材用品の展示 

・暗幕テント及びゴーグルライトを用いた反射材効果の体験 

 ・自転車用ヘルメットの展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 道 機 関 用 提 供 資 料 （ 連 絡 先 ） 

担 当 課 
 交通・地域社会部 地域生活文化課 交通・地域安全グループ  

 総括主幹 中澤 文子 

電話 

番号 

内線  ２６５２ 

直通  ０１７－７３４－９２３２ 

報 道 監  次長 奥田 昌範 



 

 

 

１ 趣旨 

  令和２年から令和６年までの５年間、青森県内の交通死亡事故の特徴を見ますと、交通事故死者の約６

割を高齢者が占め、なかでも、高齢歩行者の死亡事故の６割以上が夜間に発生しています。 

  また、自転車に乗車中の交通事故死亡者の約６割が頭部に致命傷を負っています。 

そこで、夜間歩行中の交通事故防止に効果が高い反射材の着用を促進する「青森県反射材大作戦」の一

環として、敬老の日（９月１５日 月曜日）の贈り物として反射材を選んでもらうことで、高齢者の反射

材着用を促すとともに、キャンペーンを契機に、幅広い世代への反射材とヘルメットの普及啓発につなげ

るため、“敬老の日に反射材やヘルメットを贈ろうキャンペーン 2025”を実施します。 

２ 実施期間 

  令和７年９月１日（月）～９月３０日（火）の１か月間  

３ 取組内容 

●家庭・職場等 

  家族団らんの場や、朝会・研修の場などで、高齢者の交通事故、夜間の交通事故が多いことや、反射材

やヘルメットの効果・必要性などについて話し合い、高齢者を交通事故から守るため、敬老の日の贈り物

として反射材やヘルメットを贈ることを提案してみましょう。 

●関係機関・団体及び市町村等 

 ・広報誌やホームページなど、各種広報媒体を活用したキャンペーンの周知活動 

 ・キャンペーンの広報のための、広報物の作成、配布、掲示など 

 ・街頭活動や各種交通安全活動の場を利用した、県民に対するキャンペーンの周知 

 ・反射材付きのウェアや靴、帽子、手袋など、様々な反射材用品があることの周知 

 ・スポーティタイプ、カジュアルタイプなど、様々なヘルメットを選択できることの周知 

●企業等 

 ・積極的な反射材用品及びヘルメットの販売 

 （キーホルダー等のほか、反射材付きのウェアや靴、帽子、手袋など、多様な反射材用品の販売及び多様

なヘルメットの販売） 

 ・店舗等への「反射材ＰＲコーナー、ヘルメットＰＲコーナー」の設置 

 （例：反射材用品やヘルメットの展示、販売、反射材やヘルメットのＰＲポップ、ポスター等の掲示） 

 ・イベント等での反射材の配布、反射材やヘルメットをＰＲするチラシ等の配布 

 ・キャンペーンに協賛した販売促進物への反射材用品の採用、ＣＭの提供等 

 

 

～敬老の日に反射材やヘルメットを贈ろうキャンペーン 2025～  


